
（計量証明検査の審査基準） 

 

特定計量器検定検査規則 

（性能に係る技術上の基準） 

第五十一条 法第百十八条第一項第二号の性能に係る技術上の基準は、第十一条から第十

五条までの規定を準用するほか、第三章から第五章まで及び第二十章から第二十四章まで

に定めるところによる。この場合において、第十三条第二項中「検定公差に相当する値」

とあるのは「使用公差に相当する値」と、「目量（各々の表示機構の目量が異なる場合にあ

っては、最小の目量）」とあるのは「目量の二倍（各々の表示機構の目量が異なる場合にあ

っては、最小の目量の二倍）」と読み替えるものとする。 

（使用公差） 

第五十二条 法第百十八条第一項第三号の経済産業省令で定める使用公差は、第十六条第

一項の規定を準用するほか、第三章から第五章まで及び第二十章から第二十四章までに定

めるところによる。 

（性能に関する検査の方法） 

第五十三条 法第百十八条第二項の性能に関する検査の方法は、第十七条第二項並びに第

三章から第五章まで及び第二十章から第二十四章までに定めるところによるほか、目視そ

の他の必要と認められる適切な方法とする。 

（器差検査の方法） 

第五十四条 法第百十八条第三項の器差検査の方法は、基準器又は第二十条に規定する標

準物質を用いて行う第三章から第五章まで及び第二十章から第二十四章までに定める器差

検査の方法とする。 

（準用） 

第五十五条 第四十三条の規定は、計量証明検査に準用する。 

（表記等） 

第四十三条 定期検査にあっては、特定計量器は、検定のときにこの省令の規定に基づき

表記されていた表記等が付されているものであり、特定計量器に付されている検定証印等

が明瞭であり、かつ、容易に識別できるものでなければならない。 


